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～

あの要望どうなったの・・・・・？
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 おがわ文人

地方創生推進交付金とは

地方創生推進交付金とは、
地域創生を支援するため国か
ら交付される。2014年から開
始されたこの制度は、全国の
各自治体が行う自主的かつ主
体的、先進的な事業を複数年
にわたって安定的かつ継続的
に支援するためのものだ。甲
賀市では平成26年度忍者を日
本遺産にまた、人口減少ビジョン
の策定等々、甲賀の國プロジェク
トとして交付金申請をしていた。
26年度補正予算で地方版総合戦
略策定などに総額約8000万円(観
光関連約4000万円）27年度以降
も観光関連に毎年約4000万円の
予算が費やされてきた。29年度に
は「第二次甲賀観光振興計
画」が策定、忍者と信楽焼
が日本遺産に認定決定、外
から見れば計画通りに進ん
でいるように見られていた
が・・・。

計画４年目で減額補正

６月議会において地方創
生推進交付金の減額補正が
上程された。観光企画推進課
の16事業のうち7事業もが効果が
無いと判断されたということであっ
た。では昨年の新規事業はどうで
あったんだろうか。甲賀流観光振
興プロジェクト事業費は約4700万
であった。忍者をキーワードに国

内外からの誘客
を図り、観光ま
ちづくりの牽引
役となる組織の
構築（DMO)が
メインテーマで
あった。そして
市民意識の醸成
を図る。実際の
ところその効果
すら見えてこな

い。
何故？？
観光協会は合併しなかったか？

以前私は５つの観光協会の合併
協議を審議する立場にいた。その
時も、それぞれの町の特性を生か
し合併しない方が良いとの結論で
あった。甲賀市４町と信楽の二つ

に分かれた経緯がある。なぜなら、
信楽は陶器産業と観光でお金を生
む仕組みが出来上がっている。し
かし、その他はまちづくりを主体
的に事業化しての域内観光であり、
人がたくさん集まっても経済効果
はその時だけである。そのスタン

スの違う組織が一緒になっても、
おまくいくだろうか。それなら別々
でスタート、時期が来たら合併と
の決断を皆さんで了承したのであっ
たのも事実であるが、いまはその
様な議論も時代遅れである。
観光DMOで甲賀は変わるか？

観光協会は組織上会員を優先、
平等の不平等の原則が出てくる。
だから、新しい組織で、両観光協
会にも情報と組織力をつなぎ、個々
が儲かる、やる気のある業者を繋
いでいくことこそが必要と考える
昨年、甲賀観光未来会議が発展的
解消された。観光計画においても、
30年度にDMO設立に向け、昨年
観光会議設立準備負担金が外部委
託で予算化している。（予算は先
に述べた4700万の内1000
万）しかし、30年度雲行き
が怪しくなってきた。当初
から観光DMO設立は、新た
に民間組織として法人格の
持った団体を設立、甲賀市
の観光マネジメントをする
組織である。それらはしっ
かりと第二次観光振興計画
にもうたわれている。
地方創生推進交付金は、

５年間の交付金である。しか
し、その50％は市民の税金である
ことを決して忘れてはならない。

ほんま？このままで甲賀市の観光政策だいじょうぶ？

日本版ＤＭＯとは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域
への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光
地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、
明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための
戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機
能を備えた法人です。
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水口体育館整備事業 建設工事費追加（総額12億730万円） 2億1050万円

（仮称）西部学校給食センター建設事業 建設工事費追加（総額16億8900万億円） 2億2520万円

ホストタウン事業（シンガポール） 東京五輪・パラ競技大会のホストタウンに登録された 150万円

市道維持補修事業 市道側溝の危険箇所解消にかかる工事費・設計業務委託 4000万円

選挙事務不適正処理再発防止策の実施 市長・副市長及び教育長、管理職手当の減額 358万円

小中学校大規模改造事業 水口小・希望ヶ丘小・甲賀中の大季語改造事業費 13億6820万円

６月議会で決まったこと（補正予算抜粋）

信楽市民センター工事が始まる

信楽市民センター及び信楽伝統産業会館の工事入札が行
われ、６月議会において追加議案として上程、可決しまし
た。子育て支援センターや保険センター及び信楽開発セン
ターも含め一体工事として行われます。支所機能に加え、
信楽観光の拠点施設として、また子育て・福祉の地域包括
拠点施設として2020年の春に完成します。

建設本体工事、三陽建設株式会社 10億1844万円

電気設備工事、甲賀電気設備株式会社 2億2842万円

機械設備工事、甲賀電気設備株式会社 1億6984万円
いづれも甲賀市の事業者が落札しました。
７月の火祭り以
降の工事着手にな
る模様です。近隣
地域が慌てだしく
なりますが、工事
車両等にはお気を
つけください。

選挙事務不適切処理について
市長及び管理職の手当て返上

提案説明では、職員自らのおこした
不正行為に対して、再発防止のため
のコンプライアンス研修、再発防止
委員会や弁護士費用等々予算約360
万円を費やしてきた。しかし、市民
からの税金を使うわけに行かないと
判断、市長10％3ヶ月の減給を始
め、副市長、教育長、部長・次長・
課長・参事・課長補佐等220名の管
理職手当ての減額 3ヶ
月分357万8千円が補
正予算として示された。
市長からは責任を取る
という事でなく、自ら
先頭に立って、不正行
為を許さない、とする
強い意思表示であると、
提案説明があり、賛成
多数で可決した。（条例は全員賛成）

６月議会で上程された条例案件は７件、主に２件「甲賀市男女参画を推進する条
例」「甲賀市特別職の職員給与等に関する条例の一部を改正する条例」です。

男女共同参画条例 特別職の職員給与に関する条例改正

信楽市民センター及び周辺整備工事の契約締結 信楽体育館災害復旧工事

信楽大橋の長寿命化修繕工事（市道牧本線） 地方創生推進交付金の減額（国の意採択が見送られた）

議決したこと（主なもの抜粋）
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６月定例議会報告

第3回定例会は6月4日から
24日間の日程で行われま

した。

主な議案は小中学校大規

模改造事業や西部学校給食
センター、水口体育館新築
事業など補正予算19億1800

万円の計上と、選挙不適切
処理に伴う市長三役の給与

減額、男女共同参画等々条
例改正の件でした。また、
５月に用水路での小学生死

亡事故を受け、緊急通学路
再点検整備の事業などが審

議され、上程議案全てを可
決承認して6月28日終了し
ました。（文責小河）

6月議会一般質問から・・・

一般質問
しました

の は の

の る市の の 策は

一般質問
しました

今回の一般質問は、信楽からの要望事項2点を行い
ました。陶芸の森入口私有地は、地域の皆さんから
どうにかならないかとの要望が日増しに高くなってき
ていました。そこに窯業試験場建替が検討されてきた
中、業界からの要望を受け今後、県・市が連携をとっ
て進めていく、今まさに動きかけた白紙の状態です。
土地の利活用などで、地域の期待も大きい事業ですが、
県議会、市議会の議決も必要となってくることから、
まず慎重に前に進めていきたいと考えています。

また、朝宮の寒干害は一番茶が終わった時点での
質問でした。風評被害による入札価格の低下などを
招く恐れもありますので、慎重に対応させていただき
ました。その最中には、政党機関紙やSNSに投稿され
た事例もあり大変危惧していました。しかし、担当部
局の素早い対応が農家の皆さんには力強かったんでは
ないかと思っています。
朝宮も二番茶がおわり、いよいよ夏本番です。
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